
■平成28年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

教
育
総
務
課

教育委員会ホームページの充実 Ｂ
当課を含む教育委員会
全体の更新回数

年間５０回ほど
(教育委員会ホーム
ページの場合、自動
更新ができず、当課
が保守管理業者へ依
頼しての更新が必要)

年度末まで

年間１００回程度。
常に最新の情報を掲載する
ことにより、教育委員会に対
する市民の認知・理解の拡大
が図られる。

・通年
　課員全員が「情報発信」への
　意識を高め、掲載事項等を確
　認 し合う習慣付けに努める

・上期の更新回数は３５回

・保守管理業者から、「更新は、
　無料で行っているので、月２
　回に制限してほしい」と要望さ
　れたため、タイムリーな更新に
　支障を来しているが、できるだ
　け多くの更新回数を目指す

・２月末までの更新回数は７５回
・課員全員で「情報発信」への意識
を高め、掲載事項等を確認 し合う
習慣付けに努めた。

・保守管理業者から、「更新は、無料
で行っているので、月２回に制限して
ほしい」と要望されたため、タイムリー
な更新に支障を来しているので、この
解消に努めていきたい。

重
点
取
組
①

教
育
総
務
課

十文字地域小学校統合事業の
推進

Ａ
農振除外のための土地
収用法事業認定の申請

未申請 年度末まで

平成２９年度中に土地収用法
の事業認定を受けることに
よって、それ以降に予定して
いる農振除外はもちろん、農
地転用や開発行為の手続き
が可能となる。

・４月～県との事前協議、添付
　書類の作成
　　 ・用地測量、物件調査
　　 ・敷地造成設計
　　 ・建物の基本設計
　　 ・地質調査
・２月　事前説明会の開催
・３月　県へ土地収用法事業認
　定の申請

・４月～県との事前協議、添付
　書類の作成
　　・用地測量、物件調査、敷地
　 　造成設計業務発注（7/14）
     ・建物の基本設計業務発注
　　　（8/18）
     ・地質調査業務発注（9/26）

・事業説明会の開催（H29.1）
・土地収用法事業認定の申請
  （Ｈ29.2）
・不動産鑑定依頼（H29.2)

・目標どおり事業が完了した。

・４月～県との事前協議、添付書
  類の作成
　　・用地測量、物件調査、敷地
　 　造成設計業務発注（7/14）
     ・建物の基本設計業務発注
      （8/18）
     ・地質調査業務発注（9/26）
・事業説明会の開催（12/27）
・土地収用法事業認定の申請
  （2/3）
・不動産鑑定業務発注（2/9)

・平成２９年度当初に土地収用法の事
業認定を受けることが確実になったこ
とから、農振除外はもちろん、農地転
用や開発行為の手続きが可能となり、
予定どおりに建設用地の買収を実施
できることにもなる。

重
点
取
組
②

教
育
総
務
課

増田小と浅舞小における体育館
の天井等落下防止対策事業の
実施

Ｂ
屋内体育館の天井等落
下防止対策工事

屋内体育館の天井板
が吊り天井になって
おり、非構造部材の
耐震化が必要

平成２８年８月末

体育館の天井板を撤去し、剥
き出しとなる鉄骨等にウレタ
ンフォームを吹付けて断熱・
防音対策を施工し、現状より
も更に安心・安全に利用でき
る施設とする。

・４月～学校行事の確認と他施
　設との調整・確保
・４月　起工
・５月　入札
・６月～８月　工事施工

・４月～学校行事の確認と他施
　設との調整・確保、起工
・入札
　工期：５月２５日～８月２４日
　完成届：８月２４日
・予定どおり８月末で事業完了

・事業完了により、下期はなし ・目標どおり事業が完了した。

・工事期間中に授業や学校行事に
支障がないよう学校との調整を綿
密に図り、地域内の生涯学習施設
を利用しながら実施した。
また、施工業者には児童との事項
防止のため安全対策に十分な注
意を払っていただいた。

・防災機能の強化が図られ、更に安
心・安全に利用できる施設に改善され
た。

重
点
取
組
③

教
育
総
務
課

学校施設長寿命化改善計画実
施計画の策定

Ａ
学校施設長寿命化改善
計画に伴う実施計画

主に建設から２０年以
上が経過し、改修が
必要となっている学
校の改善計画が作成
されていない。

年度末まで

各施設の状態が確認されて
おり、改修必要箇所が把握さ
れている。また、改修の優先
順位が決定されており、向こ
う５年間の改善計画が作成さ
れている。

・４月～９月　老朽度調査の実
　施
・１０月～１１月　調査分析
・１２月～３月　個別改善計画の
　取りまとめ、全体の実施計画
　の策定

・４月～９月　老朽度調査の実
　施の事前準備・調査

・９月～１０月　老朽度調査の実
　施
・１１月～１２月　調査分析
・１月～３月　個別改善計画の
　取りまとめ、全体の実施計画
　の策定

・老朽度調査の結果に基づき、
個別改善計画と改修実施計画
の取りまとめを策定中。年度内
には終了見込。

・対象となる学校を訪問し、現状の
目視確認と管理担当職員から聞き
取りを行い、状況把握に努めた。
評価を４ランクに分け調査結果を
点数化し、改修の優先順位を見え
る化する工夫をした。

・調査結果を基に決定した改修の優先
順位を含めた改修計画により、補助事
業を活用と併せて予算措置しながら環
境改善されていくよう改修を実施して
いくことができる。

重
点
取
組
④

教
育
総
務
課

新財務システム導入に伴う小中
学校への事務指導の充実

Ｂ
小中学校事務職員の伝
票処理

今年度から導入され
た新システムの操作
方法をこれから習得
する。

年度末まで

各校において、概ね誤りなく
伝票処理ができ、予算執行
が円滑に行われるようにす
る。

・５月　学校事務打合せ会議
・通年　電話や訪問等による問
　い合わせ対応と指導
・毎月　各担当校へ処理状況の
　確認
・必要に応じて学校事務研究会
　リーダーとの協議

・５月　学校事務打合せ会議
・毎月　各担当校へ処理状況の
　確認
・毎日のように電話等による問
　い合わせに対応するとともに
　指導中

・上期同様、各担当校の処理状
　況を毎月確認しながら、電話
　等による問い合わせに対応す
　るとともに指導を継続していく

・目標どおり事業が完了した。

・５月　学校事務打合せ会議
・通年　電話や訪問等による問い
　合わせ対応と指導
・毎月　各担当校へ処理状況の確
　認
・必要に応じて学校事務研究会
　リーダーとの協議

・各校においては目標どおり、概ね誤
りなく伝票処理ができており、予算執
行が円滑に行われている。今後もこれ
を継続したい。

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標達成の状況【output・input】目標に対する活動（上半期レビュー）目標の内容

教育総務部　教育総務課 組織目標管理シート



■平成28年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

文
化
財
保
護
課

「目配り・気配り・心配り」をしよう B
業務の円滑化を図り、経
費・時間・精度の向上を目
指す。

課員全員がお互いの所
管業務の量や質、進捗
状況を把握している。

年度末
課員全員がお互いの所管業務
の量や質、進捗状況を把握して
いる。

①報連相を徹底する
②情報を共有する
③スケジュールの入力

①報連相を徹底する
②情報を共有する
③スケジュールの入力
上記に取り組んだ

下半期も積極的に取り組み業務の
円滑化を図り、経費・時間・精度の
向上を目指す。

課員全員がお互いの所管業務の量
や質、進捗状況を把握することがで
きた。

・報連相を徹底する
・情報共有する
・スケジュールを入力する
以上の事を意識づけて行い、毎週月
曜日のミーティング時にも確認しなが
ら業務に取り組んだ。

職員それぞれの業務に対する課題や抱
えている問題を把握でき、業務の円滑化
が図られ、加えてワークライフバランスの
推進にも資する事ができた。

重
点
取
組
①

文
化
財
保
護
課

後三年合戦関連遺跡金沢柵推定
地金沢城跡の発掘調査 A

国指定史跡へ向けた金沢
柵推定地（金沢城跡）の全
容解明。

・金沢柵推定地の発掘
調査を進め、全容解明
する。

年度末
・金沢柵推定地の発掘調査を進
め、全容解明する。

・金沢城跡西の丸（安本館）遺跡発
掘調査（7月～10月）

・発掘調査現地説明会の開催（9
月）

・文化庁文化財調査官による現地
指導。

・後三年合戦関連遺跡整備指導委
員会・検討会の開催（年2回）

・金沢城跡西の丸（安本館）遺跡発
掘調査（7/19～11月中旬予定）
　青磁・白磁・古瀬戸、柱穴・溝跡・
堀跡などを検出。

・文化庁調査官による発掘調査に
係る現地指導（9/9）

■課題
遺構等の確実な検出と検証

■取組予定
・後三年合戦等関連遺跡整備指導
委員会・検討会現地指導の開催
（10月）
・現地説明会の開催（10月）
・発掘調査報告書の刊行（3月）
・後三年合戦等関連遺跡整備指導
委員会・検討会の開催（3月）

　発掘調査の結果、遺構は柱穴74
基、柵列1条、堀跡1条、溝跡2条、
整地地業10地点、竪穴状遺構1軒、
遺物は中国産白磁碗1点、同青磁
碗4点、同染付4点、古瀬戸梅瓶2
点、その他国産陶器3点、坩堝1点、
おにぎり状の炭化物4点などを確認
した。

・金沢城跡西の丸（安本館）東側斜面
部遺跡発掘調査（7/19～11/22）、調
査面積124.9㎡

・文化庁調査官による発掘調査に係
る現地指導（9/9）
・後三年合戦史跡検討会（10/12）
・金沢城跡発掘調査現地説明会
（10/22）120名参加
・青山学院大学との発掘調査報告書
共同執筆作業（12～3月）
・後三年合戦史跡整備指導委員会・
検討会の開催（3/6）

　発掘調査前に地権者宅を訪問して
協力をお願いするとともに、丁寧な説
明を心がけた。

・直接金沢柵を示す結果ではないもの
の、金沢城跡の14～15世紀の様相を明ら
かにすることが出来た。
・今回の調査により、後三年合戦前後の
遺物を検出するとともに、金沢柵と想定さ
れる場所の範囲を狭めることが出来た。
・金沢城跡7・8次調査発掘調査報告書の
刊行
・文化庁に陣館遺跡についての総括報告
書を送付するとともに具申書、調査報告
補遺を提出した。

重
点
取
組
②

文
化
財
保
護
課

後三年合戦ビジターセンター設置
の方向性の決定

A

後三年合戦関連遺跡を分
かりやすく理解するため、
また郷土学習の拠点として
ビジターセンターを設置す
る。

・ビジターセンター設置
について方向性を決定
する。

年度末
・ビジターセンター設置について
方向性を決定する。

・先進地からビジターセンター設置
費用等の情報収集を行う。

・関係各課との検討会議の開催

・政策会議（8/1・15）において提案
するも、通学路確保のため旧鳳中
跡地に施設を設置するのは適さな
いとの見解が示され、再度検討中。

■課題
　設置場所等の再検討及び整備基
本計画の策定

■取組予定
　関係各課との検討会議の開催

・政策会議において旧鳳中跡地は
整備の場所として適さないことが示
されたが、後三年合戦に係る展示
施設の必要性は認められた。

・ビジターセンター関係課検討会議
（5/6、6/8、6/28、7/7、7/22）
・國學院大學文学部博物館学研究室
市内資料館施設視察の実施（11/3）
・國學院大學文学部博物館学研究室
打合せ（11/15、12/21、1/13）

・平成29年度に國學院大學文学部博物
館学研究室と連携して展示施設等につい
て検討を行うこととなった。
・歴史まちづくり課と連携し、課題につい
て協議する方向性を確認した。

重
点
取
組
③

文
化
財
保
護
課

後三年合戦関連遺跡の地域財産と
地域価値の認識向上

A

■後三年合戦を題材に広
報・普及活動を行うことによ
る地域価値の向上。

■後三年合戦関連遺跡等
を題材とした横手市での大
学実習のゼロ予算誘致。

■後三年合戦シンポジ
ウム・公開講座27年度
実績

①後三年合戦沼柵公
開講座　 参加人数：
150人
②後三年合戦シンポジ
ウム　 参加人数：300人
③後三年合戦金沢柵
公開講座 参加人数：
280人

■後三年合戦関連遺
跡大学誘致
・青山学院大学文学部
史学科考古学コース21
名10日間合宿。

年度末

■後三年合戦シンポジウム・公
開講座28年度目標値
①後三年合戦沼柵公開講座
   参加人数　200人
②後三年合戦シンポジウム
 　参加人数：300人
③後三年合戦金沢柵公開講座
 　参加人数：300人
・研究者との情報交流を通し、
最新の研究成果を発掘調査に
活かす。
・参加者の底上げのため、情報
発信を綿密に行う。

■後三年合戦関連遺跡大学誘
致
・東京青山学院大学文学部史
学科考古学コース
・東京國學院大學大学院博物
館学コース

■後三年合戦シンポジウム・公開
講座
・後三年合戦を題材にした公開講
座等を開催し、最新の研究動向や
発掘調査の成果の報告、発表を行
う。
①後三年合戦沼柵公開講座（8月）
　 会場：雄物川コミュニティセンター
   内容：報告・講演
②後三年合戦シンポジウム（11～
12月）
   会場：横手市役所条里南庁舎講
堂
　 内容：報告・講演
③後三年合戦金沢柵公開講座（3
月）
  会場：美郷町公民館まなびおん美
郷
  内容：報告・講演
■後三年合戦関連遺跡大学誘致
・調査研究等を通じて知りえた大学
教授等との協議を深める。
・上記のほか後三年合戦関連の地
域イベント、講演依頼等へ対応す
る。

①沼柵公開講座（8/9）
　会場　雄物川コミュニティセンター
　　　　　雄物川郷土資料館
　内容　「雄勝城と沼柵　～文献・考
古資料から実像に迫る～」
　　参加者240人
　　報告3本、基調講演2本、座談会

・平鹿中学校講演（5/9）
・後三年合戦みさとプロジェクト研修
会（5/26）
・明峰中学校校外学習（7/6）
・明峰中学校校外学習（9/1）
・十文字中学校総合学習（9/8）
・盛岡の歴史を語る会（9/16）
・金沢郵便局説明会（9/18）
・北中学校ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（9/21）
・六郷小学校校外学習（9/21）
・青山学院大学考古学実習（8/3～
10）

■課題
後三年合戦関連遺跡の活用と普及

■取組予定
②後三年合戦シンポジウム
（12/18）
　会場　市役所南庁舎講堂
　内容　「源義家と後三年合戦(仮
題)」
  　報告1本、基調講演2本、ｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑ
③金沢柵公開講座（3月）
　美郷町との連携事業として開催

・後三年合戦関連講演依頼等への
協力

②後三年合戦シンポジウム
（12/18）
　会場　市役所南庁舎講堂
　内容　「源義家の評価と清原氏研
究の現在」
　　参加者210人
  　報告1本、講演2本、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

③後三年合戦金沢柵公開講座
（3/11）
　会場　Y2ぷらざオープンスペース
　内容　「陶磁器と地形・立地から見
た金沢柵」
　　参加者300人
  　報告2本、講演4本

・世界遺産学習全国サミットinひら
いずみ（11/5）
・奥州市講演会（11/13）
・大森町郷土研究会講演会
（12/10）
・明峰中学校特別授業（12/22）

①沼柵公開講座
県内の古代考古学の最大の謎である
雄勝城と沼柵について、五十嵐一治
氏県埋蔵文化財センター）、櫻井友梓
氏（岩手県教育委員会）、村田晃一氏
（宮城県教育委員会）、永田英明氏
（東北大学）、高橋学氏（県埋蔵文化
財センター）を迎え開催。
②後三年合戦シンポジウム
源義家の評価と清原氏の最新の研究
成果について、野中哲照氏（國學院大
學）、野口実氏（京都女子大学）、白根
靖大氏（中央大学教授）を迎えて開
催。
③金沢柵公開講座
美郷町との連携事業。金沢城跡安本
館の発掘成果の報告や出土した陶磁
器、古代の山城、後三年合戦に関す
る最新の研究成果について、岩井浩
人氏（青山学院大学助教）、室野秀文
氏（盛岡市教育委員会）、中野晴久氏
（愛知学院大学）、八重樫忠郎氏（平
泉町）を迎え開催。
・青山学院大学考古学実習（8/3～
8/10） 教官及び学生　21名
・ホームページや市報、ＦＭラジオ、
SNS等で開催の周知を行った。また、
後三年合戦関連の地域イベントや講
演依頼等についても協力した。

・公開講座やシンポジウムは、市民にとっ
て関心の高い「雄勝城」や「源義家」を
テーマに設定したり、会場を初めてY2ぷら
ざするなど工夫をこらし、目標の基準値を
上回り、目標値とほぼ同数の750人の来
場者があった。これまで来場していなかっ
た若い観客が集まるなど、後三年合戦に
関連する史跡への関心の高まりを感じさ
せた。
・最新の研究動向や発掘調査で明らかに
なった成果を報告することで、新聞各紙に
も大きく取り上げられ情報発信についても
成果があった。

教育総務部　文化財保護課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成28年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

教育総務部　文化財保護課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】

重
点
取
組
④

文
化
財
保
護
課

文化財の指定と保存活用 A

文化財の指定及び指定候
補の調査を行い、既存指
定文化財の保存と活用を
行う。

・文化財の指定を進め
る。
・文化財指定候補の調
査を行う。
・指定文化財の活用を
する。

年度末

・文化財の指定　5件
・文化財指定候補の詳細調査
4件
・伝建行政研修会の開催や資
料館特別展示の活用。

・文化財保護審議会の開催により
指定を目指す。
・文化財保護審議委員及び専門家
による詳細調査を行う。
・歴史まちづくり課との連携や資料
館特別展示の活用をしていく。

・増田地区内住宅2件の詳細調査
報告書を作成し文化庁、他関係各
者所に配布した
・風致維持向上計画に係る歴史的
建造物現地調査を行った
・風致維持向上計画の第1章原案を
作成、9月5日に文化庁でのヒアリン
グを行った
・市指定文化財2件を指定した
・全国伝建行政研修会(増田会場）
に2名参加した
・雄物川郷土資料館　特別展
　「皆川嘉博展」「昆虫展」「刀剣の
世界展」を開催した
・後三年合戦金沢資料館　特別展
「端午の節句展」「金澤八幡宮宝物
展」「戎谷南山生誕150年記念特別
展」を開催した

・文化財保護審議会を開催する
・各資料館での特別展の開催
・歴史まちづくり課と連携し引き続き
風致維持向上計画の策定や歴史
的建造物調査等を行っていく

①増田重伝建地区内住宅2件が重
要文化財として指定となった。
②市指定文化財として3件が新たに
指定され、答申を受けた3件も今
後、市指定文化財として指定され
る。
③風致維持向上計画策定に向け、
建造物の悉皆調査や、第1章、第2
章の調査と作成を行った。
④雄物川郷土資料館では「皆川嘉
博展」「昆虫展」「刀剣の世界展」
「ひな人形展」を開催、後三年合戦
金沢資料館では「端午の節句展」
「金澤八幡宮宝物展」「戎谷南山生
誕150年記念特別展」をそれぞれ開
催した。

①詳細調査結果を踏まえ、県文化財
保護室と協議を重ね文化庁への意見
具申を行った。
②文化財の市指定に向け、詳細調査
を行い、文化財保護審議会を２回開
催、6件について答申を頂き、うち3件
については市指定文化財として登録
することができた。
③歴史まちづくり課と連携し、策定作
業を行い、第1章、第2章策定について
の打ち合わせ会議を経て文化庁等で
のヒアリングによる協議を行っている。
④雄物川郷土資料館、後三年合戦金
沢資料館での特別展開催にあたって
は季節感や時代、人気のある内容の
展示を検討し、ポスター、チラシを作
成、HP、FM等での周知を行い集客に
努めた。

①増田地区において佐藤家住宅と旧松
浦家住宅が国により重要文化財の指定を
受けた。これまで行ってきた詳細調査等
の成果に基づくもので、市内では、昭和５
５年の羽宇志別神社神社神楽殿以来の
指定であり、民家では初めてとなる。重伝
建地区内であり、増田地区の魅力の向上
と市全体の観光の一つの核となることが
期待される。
②市指定文化財が増えることにより所有
者や地域住民などにおいて、文化財に対
する関心が高まるとともに、継続的な保存
と文化財を積極的に活用したいという希
望や意欲が高まることにつながる。
③策定に係る調査により、市内の文化財
や建造物、史跡や行事等の価値づけと、
関連性を持たせることにより風致維持向
上計画策定に向けた方向性を見出すこと
ができた。
④多彩なテーマの特別展の開催は資料
館全体の集客増にもつながっており、来
館者にとっても個人の学習の場として提
供ができた。特別展開催期間中の講演会
や抜刀演武などのイベントを開催すること
で更なる興味や刺激を与えること事がで
きた。

重
点
取
組
⑤

文
化
財
保
護
課

「横手を学ぶ郷土学」の推進 A

小中学生が、横手市全体
の歴史・文化・伝統を総合
的に学ぶことができる「横
手を学ぶ郷土学」を活用・
推進していく。

・テキスト原案作成着手
する。
・子ども歌舞伎を開催
する
・金澤八幡宮伝統掛唄
の育成をする。

年度末

・テキストの完成・配布を目指
す。
・子ども歌舞伎の開催をする。
・小中学生による金澤八幡宮伝
統掛唄の後継者の育成及び発
表の機会を設ける。

・テキストの内容を検討会にて精査
していく。
・実行委員会による子ども歌舞伎を
開催をする。
・小中学校との連携による金澤八幡
宮伝統掛唄の後継者育成と発表の
場の検討を行っていく。

・漫画後三年合戦物語を5年生以上
に配布した
・金沢八幡宮掛唄大会に北小チャ
レンジキッズを結成、出演した
・横手北小にて後三年合戦子ども
歌舞伎を開催、観客等530人

・第1回子ども伝統芸能発表大会を
10月16日に開催する
・検討委員会を開催し、テキストの
完成を目指す
・11月5日、平泉町で行われる「世界
遺産学習サミット」での分科会での
発表を後三年合戦子ども歌舞伎の
メンバーと共に行う

①漫画後三年合戦物語を配布
②金沢掛唄の伝承を目的とした北
小チャレンジキッズを結成し、金沢
八幡宮掛唄大会に出演した
③後三年合戦子ども歌舞伎を開催
④第1回子ども伝統芸能発表大会
を開催
⑤総合テキストの完成を目指し編
集作業を行い、併せて文化財一覧
の作成も行った。

①漫画後三年合戦物語を5年生以上
及び教職員に配布した（4,500部）
②金沢八幡宮掛唄大会に北小チャレ
ンジキッズを5人で結成、掛唄保存会
の方々に指導いただき、大会に出演
した
③横手北小にて後三年合戦子ども歌
舞伎を開催、観客等530人
・11月5日、平泉町で行われた「世界
遺産学習サミット」での分科会での発
表を後三年合戦子ども歌舞伎のメン
バーと共に行った
④第1回子ども伝統芸能発表大会を
10月16日に開催した。9団体、子ども
66人、大人79人が出演
⑤総合テキストの完成を目指し検討
委員会を開催、テキスト及び文化財一
覧の編集作業を行った。

①漫画の配布により、児童生徒の後三年
合戦への理解が深まり、Ｈ29年度から本
格化する「横手を学ぶ郷土学」の素地が
形成された。
②学校統合で途絶えた学校での掛け唄
の伝承を復活させ、祭礼や舞台で発表す
るｊことができ次年度以降の継続が期待さ
れる。
③３回目となる子ども歌舞伎では、掛け唄
を取り入れるなど新たな演出もなされ、公
開講座などに足を運ばない方々や児童の
後三年合戦への理解を楽しみながら深め
ることができた。
④市内各地で演じられ交流する機会のな
い伝統芸能を継承する子ども達の交流の
場を造ることができた。
⑤現場の先生たちと共にこれまでにない
新たな切り口の郷土学習のためのテキス
トと文化財一覧を作成・配布を行うことが
でき、平成２９年度以降の児童生徒はも
ちろん親や、地域の方々も含めた郷土へ
の理解、関心の高まりが期待される。



■平成28年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

図
書
館
課

図書館課及び市立図書館間の連
携強化と情報の共有化による課題
解決

B
図書館課及び市立図書館
職員による職員会議の実
施

定期的に実施
（月１回程度）

年度末

定期的な職員会議に加え、突発
的な問題・課題についても、早
急に職員会議を実施し、解決策
を検討し、業務の円滑化を図
る。

・図書館課及び市立図書館職員の
職員会議を実施し、情報共有を徹
底する。
・問題や課題が発生した際、早急な
対応が取れる環境を作る。
・図書館員（非常勤職員）間の連携
強化と各図書館の課題解決のた
め、定期的なミーティングを実施す
る。

・職員会議は毎月１回（資料整理
日）開催し、情報共有を徹底した。
・図書館員（非常勤職員）のミーティ
ングは、職員会議同様毎月１回（資
料整理日）開催し、各図書館の情報
を共有し課題解決に取り組んだ。

・職員会議及び図書館員（非常勤
職員）のミーティングは、今後も毎
月１回行い、情報共有を徹底し、早
期の課題解決に取り組む。

・職員会議及び図書館員のミーティ
ングについて、１年間を通し毎月１
回（資料整理日）に開催し、情報を
共有し課題解決に向けて取り組む
ことが出来た。

・職員会議では、各図書館及び職員
の遂行している業務に対しての進捗
状況や問題点について報告を受け、
課長（館長）を含む全職員で協議、検
討を行った。

・各職員の業務の進捗状況や問題点を洗
い出すことで、他職員も自身の業務を見
直すことができ、全職員で協議検討したこ
とで、個人で問題を抱え込まないように
し、業務に対して共通認識を持つことが出
来た。また、コミュニケーションを図り、職
員間で相談しやすい環境を築くことが出
来た。

重
点
取
組
①

図
書
館
課

子ども読書活動推進計画の推進 A
基本目標の達成状況調査
及び取組状況の成果検証

基本目標を達成した計
画は５項目であり、他
計画の目標値に関して
は、いろいろな課題が
発生しており、現在の
進捗状況を調査し、成
果の検証が必要。

年度末

平成26～30年度までの計画で
あり、早期に計画の目標値を達
成し、子どもの活字離れを防
ぎ、子どもたちが読書の楽しさ
や大切さを学べるよう、家庭・地
域・学校・行政が協力し読書活
動を推進する。

関係各課等に対し、現在の目標値
に対する取組状況を再確認し、目
標値達成のための今後の取組につ
いて計画を作成し、実施状況の成
果について検証する。
11月　子ども読書活動推進計画調
書作成
12月　子ども読書活動推進委員会
開催
　　　　（事業の推進・検証）

【「おすすめ本100選」のサポート】
（9月末に完成）
・合同研修会での打ち合わせ（5月
開催）
・作成打ち合わせ（8月4回開催）
【推進計画の取組状況の説明】
・合同研修会（5月開催）、横手市教
育推進委員会研究主任部会夏季
研修会（8月開催）
※上期は、関係機関との連携に力
を入れた。

・11月30日まで　子ども読書活動推
進計画調書作成
・12月中旬　子ども読書活動推進委
員会開催（事業の推進・検証）
・基本目標の進捗状況を把握する
ため、市内全校の小学校４年生及
び中学校２年生へのアンケート調
査の実施

・関係各課等に子ども読書活動推
進計画調書を作成頂き、12/14に推
進委員会を開催し、各委員により目
標値に対する取組及び達成状況、
今後の取組を検証した。
・市内全校の小学校４年生及び中
学校２年生へのアンケート調査は、
１１月末に実施し、結果は各小中学
校へ情報提供した。
・基本目標１５項目中７項目達成。

・関係各課に目標値に対する現状を
把握して頂き、市立図書館との連携が
必要な目標については、協議検討を
重ねて取り組んだ。
・小中学校へのアンケート調査につい
て、昨年の小学校４年生への調査は
１０校の抽出調査であったが、今年度
は１７校全校への調査を行い、より実
態を把握できる調査を行った。

・市立図書館単独の目標値については、
平成29年度中にほぼ達成の見込みであ
るが、各担当課の目標値については、達
成が厳しいものもあるため、市立図書館
及び他課 との連携を一層強化し、取り組
みを行う必要がある。

重
点
取
組
②

図
書
館
課

石坂洋次郎没後30年記念事業 A
むのたけじ氏講演会開催
石坂洋次郎文学作品コン
クール実施

石坂洋次郎没後30年
にあたり、これまで同企
画及び講演会等は実
施したものはない。

・むのたけじ氏講演
会
　６月上旬開催
・石坂洋次郎文学作
品コンクール
　１０月中旬

石坂洋次郎と横手のつながり
や、石坂文学を広く周知するこ
とで、市民の地域に対する愛着
心や誇りを醸成する。

【むのたけじ講演会】
4月　講演会内容の検討、ポスター
等作成
5月　スケジュール調整、参加希望
者募集
6月　講演会開催
【石坂洋次郎文学作品コンクール】
5月　募集要項案作成
6月　募集開始（応募締切8/31）
10月　審査・表彰等

・むのたけじ氏講演会
4月　講演会内容およびポスターの
決定
5月　スケジュールの決定と参加希
望者募集実施
6月4日　講演会開催（200人の参
加）
・石坂文学に想いを寄せる作品コン
クール
5月～8月　募集要項決定および募
集
9月　作品審査
10月8日  没後30年記念式典にお
いて表彰式開催（90人の参加）

・「石坂文学に想いを寄せる作品コ
ンクール作品集」を年内に完成させ
る。

・むのたけじ氏ご本人のご講演は叶
わなかったが、「メッセージによる講
演会」を開催し、石坂洋次郎と横手
のつながりや、横手での生活と作家
活動等について伺うことができた。
・「石坂文学に想いを寄せる作品コ
ンクール」を通じ、石坂文学の素晴
らしさや横手との深い関係を、広く
内外に発信することができた。

【むのたけじ氏 メッセージによる 講演
会】
4月　講演会内容およびポスターの決
定
5月　参加希望者募集実施
6月4日　講演会開催（200人の参加）
7月  講演会記録DVDの作成

【石坂文学に想いを寄せる作品コン
クール】
5月～8月　募集要項決定および募集
9月　作品審査
10月8日  没後30年記念式典において
表
             彰式開催（90人の参加）
2月  入賞作品集の発刊

・「石坂洋次郎没後30年記念事業」を契機
に、石坂洋次郎と横手市との深いつなが
りを継続的に発信することの重要性を、
関係4課（生涯学習課、秘書広報課、観光
おもてなし課、図書館課）で確認できた。
・今後は、「読書に関する作品コンクール」
などを通じ、石坂文学の素晴らしさをより
多くの市民と共有し合い、地域に対する
愛着心や誇りの醸成につなげる大きな一
歩となるよう、取り組んでいく。

重
点
取
組
③

全
図
書
館
共
通

郷土資料の収集・保存 B

横手市に関する資料や横
手市に関係のある方が刊
行された資料の収集及び
保存

現在までに寄贈等され
た資料は保存している
が、その全てが市立図
書館主導で積極的に収
集したものではない。

年度末

横手市に関する行政資料等や
横手市に関係のある方が刊行
された資料等を幅広く収集し保
存することで、市民の活動の証
となる資料等を未来に引き継
ぐ。

5月　各課室へ協力員（職員）の推
薦依頼
6月　協力員へ収集方法の説明
　　　各課室等からの資料の受入及
び保存
　　　（各図書館で対応）

・4/28　各課室へ協力員の推薦
         依頼実施
・5/20　収集協力員　57名　決定
・6/7  　収集協力員に対し、「横手
  の資料」収集方法を説明し、資料
  収集への作業協力を依頼

・収集協力員より収集頂いた横手に
関する資料を、各種別に仕分け、資
料収集方針に基づき適切に保存
し、市民の利用に供する。

・収集協力員より各課所室で作成し
た横手市に関する行政資料や郷土
資料等を、定期的又は随時市立図
書館に提供して頂いている。
・資料内容によっては、秋田県立図
書館及び国立国会図書館への寄
贈を行った。

・収集協力員決定後、収集資料一覧
表（簡易版）を作成し、「横手の資料」
の収集方法を説明し、定期的に収集
協力員に周知を行い、定期的又は随
時の資料提供依頼を行った。

・実施以前よりだいぶ資料提供を頂き収
集出来ているが、収集協力員の認識に若
干違いが出てきており、改めて行政資料
及び地域資料（郷土資料）収集の重要性
を周知する必要がある。
・今後は、市民が保管している郷土資料
（昔の写真、絵はがき等）についても、寄
贈頂けるものは市立図書館で収集し、保
存していくことが必要である。

重
点
取
組
④

全
図
書
館
共
通

図書館員の知識向上と情報の共有
化

B
図書館員研修会開催
県立図書館出前研修会開
催

図書館員研修会開催
（１０回）
県立出前研修会
（２回）

年度末

課題解決に向けて各図書館の
取組や改善点について協議し、
情報を共有する。県立図書館の
出前研修やその他研修に参加
し、図書館員としてのスキルアッ
プをする。

【開催済研修】
・図書館員研修　12回
・県立図書館出前研修　3回
※その他研修会
・県南図書館協会主催研修
・北日本図書館連盟主催研修

【開催研修】
・図書館員研修　6回
・県立図書館出前研修　1回
※その他研修会
・県南図書館協会主催研修　1回

【開催予定研修】
・図書館員研修　6回
・県立図書館出前研修　2回
※その他研修会
・秋田県図書館協会職員研修　2回

【開催研修】
・図書館員研修　12回
・県立図書館出前研修　3回
※その他研修会
・秋田県図書館協会職員研修　2回
・県南図書館協会主催研修　2回

・秋田県立図書館に対して、市立図書
館の研修計画の要望を早期に提出
し、全て対応して頂いた。
・秋田県図書館協会及び県南図書館
協会より開催予定の研修会を早期に
確認し、図書館職員の勤務を調整し
たことで、多数参加することが出来
た。

・図書館員研修では、各図書館の課題解
決に向けての取組や改善点について情
報を共有することで、市立図書館全体の
レベル向上につながった。
・秋田県立図書館及びその他機関の研修
に参加し、他公共図書館（先進地）の最新
の取組事例や、専門的な知識の研修等を
行い、図書館員としてのスキルアップが図
られた。

重
点
取
組
⑤

増
田
図
書
館

増田図書館移設業務 A

「秋田県市町村未来づくり
協働プログラム」の実施に
伴う増田図書館の移設作
業

増田庁舎オープンリノ
べーションスペースが
完成し、貸事務所やカ
フェと共に７月中旬の
オープン予定。

平成２８年７月中旬

増田図書館を含んだ増田庁舎
オープンリノべーションスペース
が、親子のふれあいの場、幅広
い年齢層の市民が世代を超え
て集える場にする。

4月～5月　閉架書庫の箱詰め作業
6月　　　　開架図書の箱詰め作業
　　　 　　十文字図書館ムーブラック
新設
　　　　　　(増田図書館閉架資料保
存)
7月～8月　新図書館への図書等運
搬作業
　　　　　　 棚入整理作業

4～6月　　　　　図書の箱詰め作業
6月18～19日　引越作業
～7月19日　　　配架作業
7月13～15日　十文字図書館ムー
ブラック新設
7月20日　　　　 新図書館オープン

・開架図書の充実
・閉架書架の解体・運搬、仮置。
・管理運営規則の改定（休館日）
　（29年度から火曜休館を予定）

・閉架書架は、新平鹿庁舎建設工
事の進捗状況をみながら、29年度
事業において、解体及び移設作業
等を実施予定。
・東側入口付近に仕切りパネルを
設置
（安全性の確保）。
・図書館内物置コーナーは未改善。
・休館日は現状（月曜休館）のま
ま。

・開架スペースについては、県立図書
館職員等からアドバイスを頂き、クリ
エーターとの協議を重ね、より良い環
境になるよう努力した。
・まんが美術館の改修工事との調整
で、閉架書架の解体及び移設等につ
いては、次年度となる。
・パネルによる仕切りについては、増
田地域課との協議を経て設置。
・物置コーナーは、代替場所の確保、
調整が出来ず検討中。

・庁舎１Ｆに設置された図書館であり、
オープンスペースからの動線も良く、入館
者数も増加し、幅広い世代に利用されて
いる。また、小中学校との連携も取りやす
く なった。
・仕切りパネルの設置により、庁舎管理上
の不安が解消された。
・物置コーナーとして維持していく方向。
　（増田庁舎内での保管を引き続き検討）

教育総務部　図書館課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】


